
能登半島地震
復興支援セミナー

大学コンソーシアム石川に加盟する高等教育機関による、
各機関の専門性や特色を生かしたセミナーを継続開催中。
能登半島復興の一助となること、能登半島復興支援学につながる取組み
へと発展することを目指しております。

～アンケートより～

・何かに役に立ちたいと思い、子供たちに言葉がけなどしてきた

が、それがよかったのかどうか分からなかったので、講演を視聴

することで整理ができた。

・自分たちがもっと声をあげ、一歩踏み出すことで世の中が変わ

ると希望が持てた。

・能登半島の活動を通じて、他の災害地域と比較しての特徴、特

異性、今後の支援や活動に対する注意等があれば知りたかった。

第２回 ６月１０日 終了
「被災地の現状と
  被災者支援のこれから」
田中 純一

（北陸学院大学教授）

第１回 ６月８日 終了 「創造的人間復興」 澤 信俊（金沢星稜大学名誉教授）

～アンケートより～

・地元で被災し、地元に住んでおられる方の時間的経過ととも

に変化していく有り様を、地元の方の声を通じて知ることがで

き、よかった。

・当事者とできる限り近い立場になるということも復興につな

がる活動になるのだと気づくことができた。

・「創造的人間復興」とは何なのか？今後自分に問い続け、自

分にできるアクションを見つけたいと思った。

・一人ひとりが発酵しながら、利他で、みんなで、というところ

に共感できた。

第３回 ６月１２日 終了
「災害時の子ども支援を学ぶ」
山田 心健

（公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン
国内事業部プログラムマネージャー）
※金沢大学との連携にて開催

電話（076）223-1633
E-mail：info@ucon-i.jp

～アンケートより～

・被災地、被災者の実情や取組み、今後の懸念についてお話を

聴くことができた。特に、一部損壊とされた家に住む人々につ

いてのお話にハッとさせられた。

・時間が短かった。時間内にできる限り真摯にお答えいただい

たが、質疑応答の時間がもっと取れればよかったと思う。

・先生が精力的に活動されている状況がうかがえた。

・まだまだボランティアが足りていない状況、我々も頑張ります。

講師の澤教授 (左)



【問合せ】大学コンソーシアム石川
https://www.ucon-i.jp/index.html
電話（076）223-1633 E-mail：info@ucon-i.jp

「令和６年能登半島地震による
津波被害調査報告」

日 時 ： ７月２７日(土) 1６：00～17：00

講 師 :  山下 良平 （やました りょうへい）先生

（石川県立大学 環境科学科准教授）

申込期限 ： ７月２5日(木)  

日 時 ： ７月１９日(金) 1３：00～14：00

講 師 :  郷右近 英臣 （ごうこん ひでおみ）先生

（北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科准教授）

申込期限 ： ７月17日(水)

第５回
「農業・農村地域の復興課題」

第６回
「災害時における薬剤師の活動と
再建・復興に向けた課題」

日 時 ： ８月２２日(木) 1３：00～14：00

講 師 :  岡田 守弘 (おかだ もりひろ)先生

（北陸大学 薬学部准教授）

申込期限 ： ８月２０日(火)  

第４回
 

能登半島地震
復興支援セミナー
 

講師は８月頭に現地へ
支援に入る予定。
災害医療チームでの
薬剤師の役割とは？

自然現象と人間社会が
出会った結果を

数理的にアプローチ！

災害に強い地域
計画とは？

何が地域資源に
なり得るのか？
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